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　平成２１年第１回定例会が３月２日に開会され、吉野市長が平成２１年度の施政方針を発表し
ました。

　

本
日
こ
こ
に
、
平
成
21
年
度
予
算
案
を

始
め
多
数
の
重
要
案
件
を
提
案
し
て
、
御

審
議
を
お
願
い
す
る
に
当
た
り
、
新
年
度

に
お
け
る
重
点
施
策
を
中
心
に
所
信
を
申

し
上
げ
、
議
員
各
位
並
び
に
市
民
の
皆
様

の
御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り
た
い
と
存
じ

ま
す
。

行
財
政
改
革

　

最
初
に
、
最
重
要
施
策
で
あ
る「
行
財
政

改
革
」の
取
組
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
基
づ
き

職
員
数
の
削
減
に
合
わ
せ
た
組
織
機
構
の

見
直
し
、
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
な
ど

財
政
健
全
化
に
向
け
た
取
組
を
強
化
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　

平
成
21
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
、
更
な

る
事
務
事
業
の
合
理
化
や
歳
入
に
見
合
う

歳
出
予
算
を
編
成
す
る
と
と
も
に
、
職
員

数
の
減
少
に
合
わ
せ
た
組
織
機
構
の
見
直

し
、
簡
素
で
効
率
的
な
行
政
運
営
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

公
共
交
通
対
策

　

次
に
、「
公
共
交
通
対
策
」の
取
組
に
つ

い
て
申
し
上
げ
ま
す
。
本
年
度
か
ら
五
條

市
地
域
公
共
交
通
連
携
計
画
に
基
づ
き
、

市
域
の
中
南
部
に
お
き
ま
し
て
国
庫
補
助

事
業
を
活
用
し
、
デ
マ
ン
ド
方
式
の
乗
合

タ
ク
シ
ー
及
び
生
活
バ
ス
の
実
証
運
行
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
継
続
運

行
し
、
更
な
る
地
域
住
民
、
特
に
高
齢
者

や
児
童
・
生
徒
な
ど
交
通
弱
者
に
配
慮
し

た
生
活
交
通
対
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

陸
上
自
衛
隊
駐
屯
地
の
誘
致

　

次
に
、「
陸
上
自
衛
隊
駐
屯
地
の
誘
致
」

に
つ
き
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
国
・
県
へ

の
要
望
活
動
並
び
に
各
駐
屯
地
へ
の
協
力

要
請
を
行
い
、
施
設
誘
致
の
実
現
に
向
け

て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

定
額
給
付
金
及
び
子
育
て

応
援
特
別
手
当
給
付
事
業

　

次
に
、「
定
額
給
付
金
及
び
子
育
て
応
援

特
別
手
当
給
付
事
業
」の
取
組
に
つ
い
て

申
し
上
げ
ま
す
。
定
額
給
付
金
に
つ
き
ま

し
て
は
、
景
気
後
退
下
で
の
住
民
の
不
安

に
対
処
す
べ
く
、
住
民
に
広
く
給
付
す
る

こ
と
に
よ
り
地
域
の
経
済
対
策
に
資
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
、
ま
た
子
育
て
応
援
特

別
手
当
は
、
現
下
の
厳
し
い
経
済
情
勢
に

お
き
ま
し
て
、
子
育
て
世
代
の
負
担
を
軽

減
す
る
観
点
か
ら
支
給
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
２
月
か
ら「
定

額
給
付
金
・
子
育
て
応
援
特
別
手
当
対
策

室
」を
立
ち
上
げ
、
準
備
作
業
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

今
後
は
関
連
法
案
の
成
立
後
、
で
き
る
限

り
早
期
に
給
付
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

道
路
行
政

　

次
に
、「
道
路
行
政
」の
取
組
に
つ
い
て

申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
10
年
間
の
ま
ち
づ

く
り
計
画
を
展
望
し
、
五
條
市
が
目
指
す

べ
き
将
来
構
想
で
あ
る「
交
通
の
要
衝
と

創
造
都
市
」を
構
築
す
べ
く
、
県
が
策
定
し

た「
奈
良
の
今
後
５
か
年
の
道
づ
く
り
重

要
戦
略
」の
重
点
整
備
宣
言
箇
所（
29
箇
所

の
う
ち
、
五
條
市
は
２
箇
所
）と
併
せ
て
、

魅
力
と
活
力
あ
る
道
路
施
策
及
び
道
路
整

備
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

主
な
内
容
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
県
の

重
点
整
備
宣
言
箇
所
に
も
指
定
さ
れ
ま
し

た
、「
地
域
高
規
格
道
路
五
條
新
宮
道
路

（
五
條
市
域
）」の
調
査
区
間
の
都
市
計
画

決
定
を
目
指
し
、
関
係
機
関
等
と
連
携
し

て
鋭
意
取
り
組
む
と
と
も
に
、
辻
堂
バ
イ

パ
ス
の
早
期
完
成
に
向
け
て
引
き
続
き
陳

情
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
京
奈
和
自
動
車
道
大
和
・
御
所

道
路（
御
所
区
間
）の
早
期
開
通
に
向
け
た

陳
情
活
動
も
強
力
に
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
国
道
24
号
拡
幅
整
備
に
つ
き
ま

し
て
は
、
本
陣
交
差
点
か
ら
市
役
所
下
交

差
点
ま
で
の
１
工
区
間（
約
２
０
０
メ
ー

ト
ル
）は
、
平
成
21
年
度
末
の
工
事
完
了
の

予
定
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
裁
判
所
下
か
ら
の
３
工
区
以
降

の
用
地
取
得
は
、
今
後
、
市
が
主
体
で
行

う
こ
と
と
な
り
、
迅
速
な
用
地
取
得
に

向
け
て
国
土
交
通
省
と
連
携
を
密
に
し
て
、

地
権
者
・
居
住
者
等
に
御
理
解
と
御
協
力

を
求
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

一
方
、
市
道
整
備
の
取
組
に
つ
き
ま
し

て
は
、
現
在
の
五
條
市
の
財
政
事
情
で
は

平
成
21
年
度
に
お
い
て
新
設
・
改
良
事
業

に
十
分
な
予
算
を
配
分
す
る
こ
と
が
困
難

な
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
市
民
生
活
に

密
着
し
た
道
路
の
改
修
に
は
、
国
の
交
付

金
等
を
活
用
し
な
が
ら
効
率
的
な
道
路
網

の
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
継
続
し
て
過

疎
対
策
事
業
及
び
辺
地
対
策
事
業
も
計
画

的
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
道
の
安
全
確
保
を
図
る
べ
く
、

地
域
か
ら
の
情
報
収
集
や
巡
視
を
強
化
し

て
舗
装
修
復
等
、
維
持
管
理
に
鋭
意
努
力

し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
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更
に
、
老
朽
化
し
た
道
路
橋
を
対
象
と

す
る
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画
を
策
定
す

べ
く
、
基
礎
調
査
に
も
計
画
的
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
五
條
駅
周
辺
整
備
及
び
南
北
連

絡
道
整
備
計
画
に
つ
き
ま
し
て
は
、
駅
舎

及
び
駅
前
広
場
と
南
北
連
絡
道
を
総
合
的

に
計
画
し
、
五
條
駅
周
辺
の
活
性
化
並
び

に
交
通
の
利
便
性
の
向
上
に
つ
な
げ
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
引

き
続
き
整
備
計
画
の
内
容
等
に
つ
い
て
西

日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
等
、
関
係
機
関

と
協
議
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
本
市
か
ら
大
阪
府
へ
直
結
す
る

新
金
剛
ト
ン
ネ
ル
の
実
現
に
つ
き
ま
し
て

は
、
就
任
以
来
再
三
に
わ
た
り
関
係
機
関

に
要
望
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
こ
の
度

国
土
交
通
省
が
平
成
21
年
度
予
算
に
調
査

費
を
計
上
す
る
こ
と
と
な
り
、
実
現
に
向

け
て
大
き
な
第
一
歩
が
踏
み
出
さ
れ
た
と

実
感
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
、
五
條
市
は
も
と
よ
り
吉
野
郡
も

含
め
た
広
域
的
な
見
地
か
ら
も
関
係
機
関

へ
要
望
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

公
園
整
備
事
業

　

次
に
、「
公
園
整
備
事
業
」の
う
ち
、
五
條

中
央
公
園
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
21
年

度
で
園
路
、
植
栽
な
ど
の
整
備
を
行
う
と

と
も
に
、
公
園
西
側
の
火
葬
場
か
ら
吉
野

川
河
川
敷
ま
で
の
整
備
を
図
り
、
平
成
22

年
度
の
事
業
完
了
を
目
指
し
鋭
意
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
上
野
公
園
多
目
的
グ
ラ
ン
ド
人

工
芝
改
修
工
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
間

も
な
く
完
了
し
、
４
月
12
日
に
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、

７
月
下
旬
か
ら
８
月
中
旬
に
か
け
て
、
奈

良
県
を
中
心
に
開
催
さ
れ
ま
す「
全
国
高

等
学
校
総
合
体
育
大
会
」の
サ
ッ
カ
ー
予

選
会
場
と
し
て
も
使
用
さ
れ
、
今
後
更
な

る
利
用
促
進
を
図
り
公
園
全
体
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
よ
う
鋭
意
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

（
仮
称
）金
剛
山
麓

野
鳥
の
森
整
備
事
業

　

次
に
、「（
仮
称
）金
剛
山
麓
野
鳥
の
森
整

備
事
業
」に
つ
き
ま
し
て
は
、
土
地
開
発
公

社
の
経
営
健
全
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
本
年
度
に
お
い
て
公
社
用
地
の
買
戻

し
を
行
い
た
く
、
今
議
会
で
財
産
の
取
得

に
つ
い
て
御
審
議
を
お
願
い
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。
整
備
計
画
の
内
容
と
い
た
し

ま
し
て
は
、
基
本
構
想
に
基
づ
き
現
状
の

自
然
を
活
か
し
な
が
ら
散
策
路
、
展
望
台

な
ど
の
整
備
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

地
籍
調
査
事
業

　

次
に
、「
地
籍
調
査
事
業
」に
つ
い
て
申

し
上
げ
ま
す
。
現
在
調
査
を
進
め
て
お
り

ま
す
山
田
町
・
原
町
の
各
一
部
、
本
町
１

丁
目
・
３
丁
目
・
須
恵
１
丁
目
の
各
一
部
、

釜
窪
町
の
一
部
、
今
井
３
丁
目
、
西
吉
野

町
茄
子
原
・
平
雄
の
各
一
部
の
５
地
区
に

つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
21
年
度
で
調
査
工

程
を
終
え
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
21
年
度
か
ら
新
た
に
五
條

１
丁
目
・
２
丁
目
及
び
野
原
東
３
丁
目
の

２
地
区
の
調
査
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
り

ま
す
。

み
ど
り
園
ご
み
焼
却
施
設

大
規
模
改
良
事
業

　

次
に
、
本
年
度
か
ら
３
か
年
の
継
続
事

業
で
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す「
み
ど
り
園

ご
み
焼
却
施
設
大
規
模
改
良
事
業
」に
つ

き
ま
し
て
は
、
今
議
会
で
工
事
請
負
契
約

の
締
結
に
つ
い
て
御
審
議
を
お
願
い
し
、

議
決
を
も
っ
て
改
良
工
事
に
着
手
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

工
事
期
間
中
は
、
焼
却
炉
１
基
に
よ
る

処
理
運
用
と
な
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆

様
の
御
理
解
と
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

新
し
尿
処
理
施
設
建
設

　

次
に
、「
新
し
尿
処
理
施
設
建
設
」の
取

組
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
衛
生
セ
ン
タ
ー

は
昭
和
53
年
の
稼
働
開
始
か
ら
31
年
が
経

過
し
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。
一
般

的
に
、
し
尿
処
理
施
設
の
耐
用
年
数
は
20

年
～
25
年
と
言
わ
れ
て
お
り
、
今
後
速
や

か
に
基
本
構
想
を
策
定
し
、
現
在
の
場
所

で
の
建
て
替
え
が
可
能
か
ど
う
か
の
調
査

も
含
め
、
地
域
住
民
の
御
協
力
を
得
な
が

ら
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
施
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
汚

泥
等
の
再
利
用
が
可
能
で
環
境
に
配
慮
し

た
施
設
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

住
宅
行
政

　

次
に
、「
住
宅
行
政
」の
取
組
に
つ
き
ま

し
て
は
、
市
営
住
宅
入
居
者
の
高
齢
化
に

対
処
す
べ
く
、
今
井
団
地
及
び
東
田
中
団

地
の
階
段
に
手
す
り
を
設
置
し
、
入
居
者

の
安
全
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
一
般
木
造
住
宅
の
耐
震
化
事
業

に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
耐
震
診

断
事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
平

成
21
年
度
か
ら
こ
の
診
断
結
果
を
基
に
耐

震
改
修
補
助
事
業
を
実
施
し
、
地
震
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

人
権
行
政

　

次
に
、「
人
権
行
政
」の
取
組
に
つ
い
て

申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
同
和
問
題

を
始
め
、
あ
ら
ゆ
る
人
権
問
題
の
課
題
解

決
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
べ
く
、

人
権
教
育
・
啓
発
の
推
進
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
諸
施
策
の
成
果
や

課
題
を
明
ら
か
に
し
、
今
後
の
取
組
や
方

向
性
を
見
い
だ
す
べ
く
、
人
権
に
関
す
る

市
民
意
識
調
査
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
こ

と
は
御
案
内
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。
こ

の
調
査
で
得
ま
し
た
市
民
の
皆
様
か
ら

の
貴
重
な
御
意
見
等
を
基
礎
資
料
と
し
た

「
五
條
市
人
権
施
策
に
関
す
る
基
本
計
画
」

を
平
成
21
年
度
で
策
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
こ
の
基
本
計
画
を
基
に
市
民

と
行
政
が
一
体
と
な
り
、「
人
権
が
尊
重
さ

れ
る
ま
ち
づ
く
り
社
会
」の
実
現
を
目
指

し
、
21
世
紀
は「
人
権
の
世
紀
」で
あ
る
と

い
う
基
本
理
念
を
受
け
、
本
市
の
中
・
長

期
的
な
人
権
施
策
の
推
進
に
引
き
続
き
取

り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

�
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農
林
業
施
策

　

次
に
、「
農
林
業
施
策
」の
取
組
に
つ
い

て
申
し
上
げ
ま
す
。
近
年
、
農
林
業
従
事

者
の
高
齢
化
及
び
後
継
者
不
足
な
ど
農
林

業
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
さ
が
増
し
て

お
り
ま
す
。
こ
う
し
た
環
境
下
で
農
業
を

維
持
・
発
展
さ
せ
る
べ
く
、
プ
ロ
の
農
業

経
営
者
で
あ
る
認
定
農
業
者
の
育
成
・
確

保
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
へ
の
被
害

対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
の
支
援
事
業

を
活
用
し
、
猟
友
会
五
條
支
部
等
、
関
係

機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
侵
入
防
止
柵

を
設
置
す
る
な
ど
被
害
の
減
少
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

一
方
、
林
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
自
主

的
な
整
備
が
進
ま
ず
放
置
さ
れ
て
い
る
森

林
を
対
象
と
し
た
間
伐
等
を
実
施
し
、
森

林
整
備
を
積
極
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、「
日
本
一
の
柿
」の
啓
発
に
つ
き

ま
し
て
は
、
来
年
、
奈
良
県
で
平
城
遷
都

１
３
０
０
年
祭
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
も
あ

り
、
こ
の
機
会
を
好
機
と
と
ら
え
、
更
な

る
消
費
拡
大
に
つ
な
が
る
よ
う
鋭
意
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

更
に
、
本
年
度
か
ら
５
か
年
計
画
で
実

施
し
て
お
り
ま
す
、
山
陰
町
の
ほ
場
整
備

に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
遺
跡
調

査
及
び
実
施
設
計
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。

　

今
後
、
遺
跡
調
査
の
完
了
し
た
と
こ
ろ

か
ら
計
画
的
に
整
備
を
行
い
、
農
業
の
生

産
性
の
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

福
祉
行
政

　

次
に
、「
福
祉
行
政
」の
取
組
の
う
ち
、
高

齢
者
福
祉
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年
度
に

策
定
し
た
平
成
21
年
度
か
ら
23
年
度
ま

で
の「
第
５
期
老
人
保
健
福
祉
計
画
及
び

第
４
期
介
護
保
険
事
業
計
画
」に
基
づ
き
、

「
介
護
予
防
」に
重
点
を
置
き
な
が
ら
介
護

保
険
制
度
の
円
滑
な
運
営
を
図
る
と
と
も

に
、
高
齢
者
の
立
場
に
立
っ
た
実
行
性
と

継
続
性
の
あ
る
高
齢
者
福
祉
施
策
を
推
進

し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

次
に
、
障
害
者
福
祉
に
つ
き
ま
し
て
は
、

本
年
度
に
策
定
し
た
平
成
21
年
度
か
ら
23

年
度
ま
で
の「
五
條
市
障
害
者
基
本
計
画
・

五
條
市
障
害
者
福
祉
計
画（
第
２
期
）」に

基
づ
き
、
充
実
し
た
支
援
サ
ー
ビ
ス
及
び

支
援
体
制
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
児
童
福
祉
に
つ
き
ま
し
て
は
、

平
成
17
年
３
月
に
策
定
し
た「
五
條
市
次

世
代
育
成
支
援
行
動
計
画（
前
期
計
画
）」

並
び
に「
五
條
市
次
世
代
育
成
支
援
対
策

地
域
協
議
会
」で
の
御
意
見
や
見
直
し
点

等
を
踏
ま
え
、
平
成
22
年
度
か
ら
26
年
度

ま
で
の
後
期
計
画
を
策
定
す
べ
く
、
国
が

定
め
る
行
動
計
画
策
定
指
針
に
基
づ
き
、

子
育
て
に
関
す
る
意
識
等
の
調
査
を
昨
年

12
月
に
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
こ
の
調
査
結
果
等
に
基
づ
き
本

市
の
実
情
に
応
じ
た
施
策
内
容
を
盛
り
込

ん
だ
、
後
期
行
動
計
画
を
平
成
21
年
度
で

策
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

更
に
、
前
期
行
動
計
画
に
お
け
る
重
点

目
標
事
業
で
あ
る「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
ク
ラ
ブ
」及
び「
つ
ど
い
の
広
場
」を
５

月
か
ら
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
ク
ラ
ブ
」

は
、
地
域
の
中
で
子
育
て
の
援
助
を
受
け

た
い
方
と
援
助
を
し
た
い
方
が
会
員
と
な

り
お
互
い
に
子
育
て
を
助
け
合
う
組
織
で
、

現
在
、
五
條
児
童
館
に
事
務
局
を
設
置
す

べ
く
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
、「
つ
ど
い
の
広
場
」は
、
主
に
満
１

歳
児
か
ら
５
歳
児
ま
で
の
幼
児
を
持
つ
親

子
及
び
そ
の
家
族
を
対
象
に
、
気
軽
に
集

い
交
流
し
な
が
ら
育
児
相
談
等
を
行
う
場

を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
、
子
育
て
に
お
け

る
不
安
感
や
負
担
感
の
軽
減
を
図
る
た
め

の
事
業
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
子
育
て
環
境
の
整
備
を
図
り

少
子
化
対
策
に
鋭
意
取
り
組
ん
で
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

教
育
行
政

　

次
に
、「
教
育
行
政
」の
取
組
に
つ
い
て

申
し
上
げ
ま
す
。
教
育
基
本
法
及
び
学
校

教
育
法
等
の
改
正
に
伴
う
新
学
習
指
導
要

領
に
よ
り
こ
れ
か
ら
の
教
育
の
方
向
性
が

示
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
学
校
教
育
の

お
か
れ
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

人
間
性
豊
か
な
自
立
的
に
生
き
る
子
ど
も

の
育
成
を
目
指
し
、
平
成
21
年
度
に
お
け

る
学
校
・
園
の
目
標
を「
確
か
な
学
力
の
定

着
」、「
豊
か
な
心
の
育
成
」、「
健
や
か
な
体

の
育
成
」と
掲
げ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
・
園
の
教
育
活
動
の
推

進
に
当
た
っ
て
は
、
幼
児
・
児
童
・
生
徒

の「
知
・
徳
・
体
」の
調
和
を
図
り
な
が
ら
、

創
意
工
夫
と
特
色
に
満
ち
た「
魅
力
と
活

力
の
あ
る
学
校
づ
く
り
」を
、
更
に
推
し
進

め
ら
れ
る
よ
う
鋭
意
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
教
育
環
境
の
整
備
に
つ
き
ま
し

て
は
、
幼
児
・
児
童
・
生
徒
の
安
全
を
確

保
す
べ
く
、
現
在
、
学
校
建
物
の
耐
震
補

強
改
修
工
事
を
計
画
的
に
行
っ
て
お
り
ま

す
。
平
成
21
年
度
に
お
き
ま
し
て
は
、
五

條
中
学
校
の
耐
震
補
強
改
修
工
事
等
を
行

う
予
定
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
適
正
規
模
で
の
幼
稚
園
運
営
に

よ
り
就
学
前
教
育
の
効
果
を
上
げ
る
べ
く
、

４
月
か
ら
賀
名
生
幼
稚
園
及
び
白
銀
北
幼

稚
園
を
統
合
し
、
現
在
の
賀
名
生
幼
稚
園

に
て
新
た
に「
西
吉
野
幼
稚
園
」と
し
て
開

園
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に

御
尽
力
を
賜
り
ま
し
た
関
係
者
の
皆
様
に

厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

今
後
、
統
合
幼
稚
園
と
し
て
地
域
の
幼
児

教
育
の
更
な
る
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

次
に
、
新
町
地
区
の
伝
統
的
建
造
物
群

保
存
地
区
へ
の
取
組
に
つ
き
ま
し
て
は
、

昨
年
12
月
に
五
條
市
伝
統
的
建
造
物
群
保

存
地
区
保
存
条
例
が
制
定
さ
れ
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
制
度
の
導
入
に
は
保
存
条
例
に

基
づ
く
保
存
計
画
の
策
定
と
そ
の
保
存
計

画
へ
の
地
域
住
民
の
同
意
が
不
可
欠
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
地
域
住
民
で
構
成

さ
れ
る「
五
條
新
町
地
区
町
な
み
保
存
会
」

の
御
協
力
を
得
な
が
ら
住
民
説
明
会
の
実

施
な
ど
、
新
町
地
区
の
町
並
み
保
存
と
活

性
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

更
に
、「
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地

区（
重
伝
建
地
区
）」と
し
て
国
の
選
定
も

受
け
る
べ
く
、
２
月
18
日
に
は
文
化
庁
に

対
し
て
要
望
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
今
後

も
選
定
の
実
現
に
向
け
て
鋭
意
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
に
寄
附
を
し
て
い
た
だ

い
た「
旧
前
防
邸
」を
平
成
21
年
度
で
長
期

滞
在
型
宿
泊
施
設
と
し
て
改
修
予
定
を
し

て
お
り
ま
す
。
施
設
運
営
に
係
る
経
費
に

つ
き
ま
し
て
は
交
付
金
等
を
活
用
し
な
が

ら
、
今
後
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
と

な
る
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
鋭
意
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
五
條
文
化
博
物
館
の
休
館
に
つ

い
て
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。
平
成
７
年

４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
五
條
文
化
博
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物
館
は
、
国
宝
や
重
要
文
化
財
が
保
管
・

展
示
で
き
る「
登
録
博
物
館
」と
し
て
、
こ

れ
ま
で
に
市
民
の
文
化
拠
点
と
し
て
活
発

な
活
動
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
博
物
館
の
存
続
は
入
館
者

数
の
低
迷
等
に
よ
り
現
在
の
本
市
の
財
政

力
で
は
非
常
に
厳
し
い
と
判
断
せ
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
４
月
１
日
か
ら
市

財
政
が
危
機
的
状
態
を
脱
し
た
と
推
定
さ

れ
る
ま
で
の
間
、「
休
館
」す
る
事
を
決
断

い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
閉
館
の
た
め
の
休
館
で
は
な

く
、
財
政
事
情
か
ら
の
や
む
を
得
な
い
措

置
と
し
て
講
ず
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
間

は
再
開
後
の
集
客
力
や
活
用
頻
度
の
向
上

等
、
魅
力
あ
る
博
物
館
へ
向
け
て
の
調
査
・

研
究
期
間
と
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
。
確
か
に
文
化
の
拠
点
を
休
館
す
る

措
置
は
、
万
感
胸
に
迫
る
思
い
が
ご
ざ
い

ま
す
が
、
ど
う
か
緊
迫
し
た
財
政
事
情
の

中
で
の
や
む
を
得
な
い
措
置
で
あ
り
ま
す

こ
と
を
御
理
解
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

水
道
事
業

　

次
に
、「
水
道
事
業
」の
取
組
の
う
ち
、
上

水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
生
活
様
式

の
向
上
及
び
水
需
要
に
対
応
す
べ
く
、
公

共
性
及
び
経
済
性
と
の
調
和
を
図
り
な
が

ら
受
益
者
負
担
を
原
則
に
、
健
全
経
営
に

鋭
意
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
職
員

配
置
の
削
減
を
図
り
経
費
節
減
に
努
め
る

と
と
も
に
、
事
業
計
画
に
基
づ
き
カ
ビ
臭

等
水
質
対
策
、
老
朽
化
施
設
等
必
要
な
事

業
の
整
備
を
図
り
な
が
ら
水
質
基
準
に
適

合
し
た
安
全
で
低
廉
な
水
道
水
を
安
定
的

に
供
給
で
き
る
よ
う
鋭
意
取
り
組
ん
で
ま

い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

次
に
、
簡
易
水
道
事
業
の
取
組
に
つ
き

ま
し
て
は
、
引
き
続
き
白
銀
北
地
区
の
統

合
簡
易
水
道
整
備
事
業
の
早
期
完
了
を
目

指
す
と
と
も
に
、
西
吉
野
町
城
戸
・
陰
地

の
水
道
未
普
及
地
域
解
消
整
備
に
つ
き
ま

し
て
も
事
業
を
推
進
し
、
生
活
環
境
の
改

善
と
公
衆
衛
生
の
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
大
塔
町
辻
堂
の
水
道
未
普
及
地

域
解
消
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年
度

か
ら
宇
井
簡
易
水
道
の
飛
地
区
域
と
し
て

事
業
を
進
め
て
お
り
、
平
成
21
年
度
か
ら

水
道
施
設
工
事
等
に
着
手
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

次
に
、
下
水
道
事
業
の
取
組
に
つ
い
て

申
し
上
げ
ま
す
。
本
市
の
公
共
下
水
道
普

及
率
は
、
本
年
度
末
で
56
パ
ー
セ
ン
ト
を

超
え
る
見
込
み
で
あ
り
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
、
引
き

続
き
市
街
地
を
中
心
と
し
た
整
備
区
域
内

の
整
備
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
水
洗
化

促
進
を
図
る
べ
く
計
画
的
に
戸
別
訪
問
を

実
施
し
、
下
水
道
へ
の
接
続
に
つ
い
て
市

民
の
皆
様
に
御
理
解
と
御
協
力
を
求
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

更
に
、
野
原
地
区
の
県
流
域
下
水
道
事

業
に
並
行
し
て
、
野
原
ポ
ン
プ
場
へ
の
接

続
工
事
を
計
画
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

防
災
・
消
防
行
政

　

最
後
に
、
市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る

「
防
災
・
消
防
行
政
」の
取
組
に
つ
い
て
申

し
上
げ
ま
す
。

　

ま
ず
、
防
災
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、

本
年
度
に
お
き
ま
し
て
東
南
海
・
南
海
地

震
等
の
大
地
震
発
生
時
で
の
震
度
分
布
図

や
台
風
等
風
水
害
時
で
の
浸
水
区
域
、
避

難
所
等
を
地
図
上
に
示
し
た「
五
條
市
防

災
マ
ッ
プ
」の
作
成
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
し
た
。

　

今
後
、
市
内
全
世
帯
に
配
布
し
、
市
民

の
防
災
意
識
の
高
揚
に
努
め
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

次
に
、
消
防
行
政
に
つ
き
ま
し
て
は
、

平
成
20
年
中
の
火
災
件
数
は
19
件
で
、
前

年
と
比
べ
１
件
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
内
訳
は
建
物
火
災
が
８
件
、
車
両
火

災
が
３
件
、
そ
の
他
の
火
災
が
８
件
で
あ

り
、
今
後
も
火
災
等
の
減
少
に
鋭
意
取
り

組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

次
に
、
救
急
業
務
に
つ
き
ま
し
て
は
、

平
成
20
年
中
の
出
動
件
数
は
１
，
７
６
０

件
で
、
前
年
と
比
べ
19
件
の
減
少
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
救
急
車
が
現
場
に
到
着
す
る
ま

で
の
市
民
に
よ
る
病
院
前
救
護
体
制
の
充

実
を
図
る
べ
く
、
応
急
手
当
の
普
及
啓
発

活
動
に
取
り
組
み
救
命
率
の
向
上
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

更
に
、
救
急
隊
員
が
行
う
応
急
処
置
等

の
質
を
向
上
さ
せ
る
べ
く
、
こ
れ
ま
で
に

18
名
の
救
急
救
命
士
が
誕
生
し
て
お
り
ま

す
。
そ
の
内
11
名
は
薬
剤
投
与
及
び
気
管

挿
管
の
講
習
を
修
了
し
、
認
定
救
命
士
の

資
格
を
有
し
て
お
り
、
今
後
も
計
画
的
に

有
資
格
者
の
養
成
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
予
防
業
務
に
つ
き
ま
し
て
は
、

火
災
予
防
運
動
等
の
機
会
を
と
ら
え
一
般

住
宅
や
共
同
住
宅
を
防
火
訪
問
し
、
火
災

予
防
に
対
す
る
指
導
や
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
設
置
促
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
大
型
店
舗
や
福
祉
施
設
等
を
対

象
と
し
た
、
防
火
対
象
物
の
立
入
検
査
を

実
施
し
、
火
災
予
防
思
想
の
普
及
・
啓
発

並
び
に
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。
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■
条　

例

【
制
定
】

▼
介
護
従
事
者
処
遇
改
善
臨
時
特
例
基
金
条
例

　
　

介
護
従
事
者
処
遇
改
善
臨
時
特
例
交
付
金
を

適
正
に
管
理
運
営
す
る
た
め
に
規
定

　
（
公
布
の
日
か
ら
施
行
）

【
一
部
改
正
】

▼
議
会
議
員
の
定
数
を
定
め
る
条
例

　
　
（
否
決
）

▼
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
等

　
　

職
員
の
一
日
の
勤
務
時
間
を
７
時
間
45
分
、

週
の
勤
務
時
間
を
38
時
間
45
分
に
改
正

　
（
21
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
）

▼
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
等
に
関
す
る
条
例

　
　
（
否
決
）

▼
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
、
費

用
弁
償
に
関
す
る
条
例

　
　

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
保
存
審
議
会
委

員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
を
規
定

　
（
21
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
）

▼
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

　
　

職
員
の
地
域
手
当
を
廃
止

　
（
21
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
）

▼
介
護
保
険
条
例

　
　

市
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る
た

め
、
21
年
度
か
ら
23
年
度
ま
で
の
第
１
号
被
保

険
者
の
保
険
料
率（
額
）を
改
正

　
（
21
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
）

▼
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
条
例

　
　

特
定
家
庭
用
機
器
廃
棄
物
に
衣
類
乾
燥
機
１

台
に
つ
き
２
，
０
０
０
円
を
追
加

　
（
21
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
）

▼
斎
場
条
例

　
　

市
内
使
用
料
の
適
用
範
囲
を
本
市
在
住
の
斎

場
の
使
用
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
ま
で
に

改
正

　
（
21
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
）

▼
自
転
車
等
駐
車
場
条
例

　
　

大
和
二
見
駅
前
自
転
車
等
駐
車
場
の
位
置
の

表
示
を
変
更

　
（
公
布
の
日
か
ら
施
行
）

▼
都
市
公
園
条
例
等

　
　

上
野
公
園
多
目
的
グ
ラ
ン
ド
の
使
用
料
を
改

正

　
（
公
布
の
日
か
ら
施
行
）

▼
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
条
例

　
　

公
共
賃
貸
住
宅
に
お
け
る
暴
力
団
員
排
除
の

通
知
に
よ
り
入
居
資
格
等
を
規
定

　
（
21
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
）

▼
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の
の
給
与
及
び
旅

費
に
関
す
る
条
例

　
　
（
否
決
）

■
予　

算

【
20
年
度
補
正
予
算
】

▼
一
般
会
計（
第
４
号
）

　
　

退
職
手
当
、
地
域
活
性
化
・
生
活
対
策
交
付

金
事
業
費
等
の
追
加

　

１
，
７
７
４
，
４
８
８
千
円
を
増
額

　

繰
越
明
許
費
及
び
地
方
債
の
補
正

▼
一
般
会
計（
第
５
号
）

　
　

定
額
給
付
金
、
子
育
て
応
援
特
別
手
当
等
の

追
加

　

６
０
８
，
６
８
４
千
円
を
増
額

　
　

定
額
給
付
金
事
業
、
子
育
て
応
援
特
別
手
当

事
業
の
繰
越

▼
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計（
第
２
号
）

　
　

人
件
費
、
保
険
給
付
費
の
追
加

　

６
９
，
９
９
５
千
円
を
増
額

▼
簡
易
水
道
特
別
会
計（
第
２
号
）

　
　

人
件
費
、
施
設
整
備
事
業
の
追
加

　

１
２
，
０
３
０
千
円
を
増
額

　

簡
易
水
道
施
設
整
備
事
業
の
繰
越

▼
下
水
道
事
業
特
別
会
計（
第
２
号
）

　
　

流
域
関
連
公
共
下
水
道
事
業
の
繰
越

▼
介
護
保
険
特
別
会
計（
第
２
号
）

　
　

人
件
費
、
総
務
費
の
追
加

　

１
３
，
７
７
５
千
円
を
増
額

▼
介
護
保
険
特
別
会
計（
第
３
号
）

　
　

介
護
従
事
者
処
遇
改
善
基
金
積
立
金
の
追
加

　

２
２
，
６
２
７
千
円
を
増
額

▼
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計（
第
１
号
）

　
　

人
件
費
、
総
務
費
の
追
加

　

１
２
，
３
９
８
千
円
を
増
額

　
　

後
期
高
齢
者
医
療
収
納
シ
ス
テ
ム
改
修
委
託

事
業
の
繰
越

【
21
年
度
当
初
予
算
】

▼
一
般
会
計	

１
５
，
７
０
２
，
０
０
０
千
円

▼
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

	
	

４
，
２
３
８
，
０
０
０
千
円

▼
簡
易
水
道
特
別
会
計	

３
７
６
，
６
０
０
千
円

▼
老
人
保
健
特
別
会
計	

６
，
６
０
０
千
円

�議会　施政方針



議会

▼
下
水
道
事
業
特
別
会
計

	
	

１
，
４
５
７
，
０
０
０
千
円

▼
墓
地
事
業
特
別
会
計	

２
，
１
３
０
千
円

▼
介
護
保
険
特
別
会
計

	
	

３
，
１
０
７
，
５
０
０
千
円

▼
大
塔
診
療
所
特
別
会
計	

５
２
，
９
０
０
千
円

▼
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

	
	

２
，
１
０
０
千
円

▼
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

	
	

３
９
２
，
９
０
０
千
円

▼
水
道
事
業
会
計

　

水
道
事
業
費
用	

６
８
４
，
７
７
０
千
円

　

資
本
的
支
出	

３
３
１
，
９
２
４
千
円

■
人　

事

▼
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命（
２
件
）

　
　
（
否
決
）

▼
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任

　
　

中
田
義
一
さ
ん
（
霊
安
寺
町
）、
藤
本　

彰
さ

ん
（
八
田
町
）、
乾　

利
昭
さ
ん
（
今
井
３
丁
目
）

の
選
任
に
同
意

　
（
任
期
：
24
年
３
月
31
日
ま
で
）

■
そ
の
他

▼
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　
　

み
ど
り
園
ご
み
焼
却
施
設
大
規
模
改
良
工
事

の
契
約
を
締
結

▼
財
産
の
取
得

　
　
（
仮
称
）金
剛
山
麓
野
鳥
の
森
整
備
事
業
の
た

め
山
林
外
を
取
得

▼
西
吉
野
交
流
促
進
セ
ン
タ
ー
に
係
る
指
定
管
理

者
の
指
定

　
　

西
吉
野
交
流
促
進
セ
ン
タ
ー
の
管
理
を
指
定

▼
特
別
委
員
会
の
設
置
及
び
付
託

　
　

開
か
れ
た
、
市
民
と
と
も
に
歩
む
議
会
を
目

指
し
、
時
代
に
あ
っ
た
議
会
に
つ
い
て
の
諸
課

題
に
取
り
組
む
た
め
、
七
人
の
委
員
で
構
成
す

る「
議
会
改
革
特
別
委
員
会
」を
設
置

　

委
員
名　

大
谷
龍
雄　

榮
林
末
次　

黄
木
英
夫

　
　
　
　
　

西
尾
彦
和　

峯
林
宏
政　

山
田
澄
雄

　
　
　
　
　

川
村
家
廣

▼
奈
良
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
議
会
の

議
員
の
選
挙

　
　

地
方
自
治
法
第
２
９
１
条
の
５
及
び
奈
良
県

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
規
約
第
８
条
の
規

定
に
よ
り
選
挙
を
行
う
。

■
報　

告

▼
21
年
度
土
地
開
発
公
社
の
事
業
計
画
、
予
算
及

び
資
金
計
画
の
報
告

▼
21
年
度
大
塔
ふ
る
里
セ
ン
タ
ー
の
事
業
計
画
及

び
予
算
の
報
告

▼
20
年
度
教
育
委
員
会
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の

管
理
及
び
執
行
の
状
況
に
関
す
る
点
検
、
評
価

の
中
間
報
告

■
決　

議

▼
五
條
文
化
博
物
館
の
開
館
の
継
続
を
求
め
る
決

議
※
備　

考

　

条
例
等
議
案
の
名
称
は
簡
略
に
し
て
い
ま
す
。

（
例
）

・
五
條
市
介
護
保
険
条
例
→
介
護
保
険
条
例

・
平
成
20
年
度
五
條
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
４

号
）→
一
般
会
計（
第
４
号
）

※
五
條
市
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
定
例
会
会
議

録
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
（
本
定
例
会
会
議
録
は
、
６
月
に
掲
載
す
る
予
定

で
す
。）
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入学試験と春時間
　前に記事を書いてから、しばらくたちました。日本に来てからもう半年が
たち、その間、色々な出来事がありました。中学3年生の生徒たちが、入学
試験の準備をしているのをみて、「月日のたつのは早いな」と思います。生徒た
ちはあと1か月もしないうちに卒業し、それぞれの新しい道へと進んでいき
ます。中には親元を離れ、高校から近いところに住んでいる親戚のところへ、
引っ越す生徒もいるそうです。日本では中学校までが義務教育ですが、アメ
リカでは高校も義務教育なので、入学試験を受けることもなく、自宅から一
番近い高校に通うことになります。
　ですから、わたしは18歳で大学に通うまで、親元を離れることはありませ
んでした。そのときでさえ、親元を離れるのはつらかったのです。15歳で親
元を離れるというのは、すごいことだと思います。
　この時期は、不安やストレスの多いときだと思います。ですから、わたし
はみんなに「がんばれ！できるよ！！」と言ってあげたい。わたしは、このつ
らいときを過ごしているあなたたちみんなを応援しています。高校は難しい
かもしれませんが、新しい友だちに出会い、新しいことを学べるところです。
　少し話題をかえて･･･少し寒の戻りがありましたが、だんだんと暖かくなっ
てきたと感じています。たとえ夜は寒くて、こたつとヒーターが手放せない
としても、春はどんどん近づいています。春と言えば、日本の桜を見るのが
楽しみです。
　わたしの中で桜は、日本の象徴です。春に桜が咲くと新年度が始まり、す
べてが新しくきれいな気がします。あなたの心配事も雪とともに消し、新し
い始まりを楽しみにしていてください。
　生徒たちの真新しい制服にも、桜の色はお似合いだと思います。小学校、
中学校、高校、大学、それぞれの新入生に幸運を祈ります。

＊この記事は、昨年12月にＡＬＴの書いた英文を訳したものです。
　英語版は中央公民館にあります。

こんにちは
リア・ルーター
外国語指導助手（ALT）

です

つないでいますか？　親子のきずな
「新学期」がスタートしました

五條市立図書館
祝日開館日のお知らせ
　図書館は次の祝日は開館しています。祝日の開館日

および振替休館日は次のとおりです。

祝　日 振替休館日

7月20日(月) 海の日 7月17日(金)

11月3日(火) 文化の日 11月5日(木)

11月23日(月) 勤労感謝の日 11月24日(火)

2月11日(木) 建国記念日 2月12日(金)

3月21日(日) 春分の日 3月23日(火)

■問合先　市立図書館　☎22・4133

上野公園多目的グラウンド
人工芝新設オープニング
フェスティバル
　８月に行われるまほろば総体（平
成21年度全国高等学校総合体育大会）のサッカー会場
にも選ばれている上野公園のグラウンドに、人工芝が
新設されました。
　グラウンドの完成を記念して、オープニングフェス
ティバルを開催します。
■開催日　４月１２日（日）
▽オープニングセレモニー
　午前９時～
■場所　上野公園グラウンド
■問合先
　都市計画課公園緑地室　本庁（内線４０２）

元日本代表
森島寛晃さんも
参加します！

　子どもたちは、夢と希望を胸に入学・進級を迎えます。またこの時期は、新
しい友達・先生に囲まれて、不安や緊張に包まれていることでしょう。
　こんなときこそ、家族の理解、家族の愛情が欲しいものです。ぜひ、家族で
暖かく支えてあげてください。
■問合先　青少年センター　☎２４・３００４

�国際交流



五條市消防本部　☎22・3310

消防団幹部
上級救命講習を受講
　３月１５日にカルム五條で、五條市消防団の分団長以上の幹

部３２名を対象に上級救命講習を実施しました。この講習会で

は県立五條病院副院長、今西正巳氏を講師として招き、「心肺蘇

生法と災害時対応」と題した講演を聴講した後、実習も含め８

時間に渡る講習を、質問を交え熱心に受講しました。

ローズで消防総合訓練を実施
　春の火災予防週間に伴い、３月４日に介護老人保健施設ロー
ズで消防総合訓練を実施しました。訓練は４階職員休憩室から
出火、３階に避難困難者がいるとの想定により行われ、従業員
による１１９番通報、初期消火、入所者の避難誘導が実施され
ました。消防隊到着後は従業員から情報提供が行われ、災害状
況を把握することで消防署と消防団が協力して消火活動および
避難困難者の救出を行いました。参加者は真剣に訓練に取り組
み、防火管理体制の強化と防火意識の高揚を図りました。

消防団防火パレード実施
　五條市消防団は春の火災予防運動初日の３月１日（日）に市内
一周防火パレードを実施しました。春は空気が非常に乾燥し火
災が発生しやすい気象状態のため、消防車両２１台が各分団の
管轄地域だけでなく隣接地域の地理や消防水利の場所を確認し
ながら五條市全域にわたってパレードを実施し、市民に火災予
防を呼びかけました。

平成21年度　危険物取扱者および消防設備士試験を行います
危険物取扱者試験
回　数 試　験　日 試験の種類 願書受付期間
第１回 5月24日（日） 全　類 4月6日～13日
第２回 8月23日（日） 全　類 7月6日～13日
第３回 11月23日（祝） 全　類 10月5日～13日

消防設備士試験
回　数 試　験　日 試験の種類 願書受付期間
第１回 6月21日（日） 甲種1～5類・乙種全類 5月 7日～14日
第２回 8月23日（日） 甲　種　特　類 7月 6日～13日
第３回 9月23日（祝） 甲種1～5類・乙種全類 ８月 6日～13日
第４回 平成22年1月17日（日） 甲種1～5類・乙種全類 11月26日～12月3日

■試験会場　天理教おやさとやかた東右第四棟（天理市布留町200）
■受験案内、受験願書等は願書受付日の約1か月前から消防本部、県消防救急課、消防試験研究センター奈良
県支部で配布します。
■申込・問合先　（財）消防試験研究センター奈良県支部　☎0742・27・5119
　　　　　　　　〒630-8301　奈良市高畑町菩提1116-6　なら土連会館3階
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　３月７日に河合町馬見丘陵公園において開催された第４
回市町村対抗子ども駅伝大会に次の皆さんが五條市の代表
として出場し、参加３５市町村中、市の部門第１位、総合
第２位という好成績をおさめました。また、４区で菊井沙
記さんが区間賞（1,800ｍ、6分22秒）を記録しました。

小松孝仁君（牧野小学校）、　　尾崎祐子さん（宇智小学校）
上明代晃平君（牧野小学校）、　菊井沙記さん（五條小学校）
谷口元太君（五條小学校）、　　礒田玲茄さん（北宇智小学校）
米田大樹君（北宇智小学校）、　井上安奈さん（五條小学校）
岡友啓君（西吉野小学校）、　　辰己貴昭君（五條小学校）
島　正幸君（西吉野小学校）、　安川真穂さん（野原小学校）
花坂結稀さん（五條小学校）

　高校バレーボール大会の最高峰、春高バレーの愛称で知られる『全国高等学校バレーボール選抜優勝大会』に奈良
県を代表して出場する五條高校バレーボール部を激励するため、3月16日に五條市役所で壮行会を行いました。戸
田監督は「全国のレベルは高いが、ベスト８に入りたい」と抱負を述べ、キャプテンの米田有里さんは「チームみん
なの力を合わせて頑張ります」と選手を代表して挨拶しました。
　壮行会の後、３月２０日に行われた１回戦で福岡県代表の福岡県立北九州高等学校と対戦し、惜しくもセットカ
ウント１対２で敗れましたが、全国大会の大舞台は選手の皆さんにとって素晴らしい経験になりました。

強豪下し春高バレー出場 第40回 春高バレー出場壮行会

第４回市町村対抗子ども駅伝大会 市の部門第１位

　４月６日から申請書の受付を開始する定額給付金を

PRするため、吉野市長が市立養護老人ホーム花咲寮を

訪れ定額給付金を配布しました。

　定額給付金は、４月３日から申請書が各世帯の世帯

主に送付され、その申請書を４月６日から１０月６日

までの期間に市役所に申請することで支給されます（参

考記事１２、１３ページ）。皆さんも忘れずに申請して

ください。

定額給付金の支給をPR 花咲寮で市長が入寮者に手渡し
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　「一日�,000mから�,000ｍ、多ければ11,000ｍくらいは泳ぎます」と
あっさり話すのは天理大学３回生の伊谷温子さん（�0歳）。
　小学校でジュニアオリンピックに出場し、国体にも数回出場するな
ど多くの大会で素晴らしい成績を収めてきました。
　今年１月に行われた関西選手権では�0ｍ平泳ぎに出場して優勝し、
４月1�日に静岡で行われる日本選手権への出場が決定しています。「全
国のレベルは高いので優勝とは言えないけれど、自己ベストは更新し
たい」と目標を話してくれました。
　４歳の頃から水泳を始め、現在も大学の水泳部で厳しい練習を続け
ながらも「昔から水泳を続けられているのは、泳ぐことが楽しいから」
と笑顔で語る伊谷さん。日本選手権に出場する実力をつけた今でも「努
力すればした分だけ、必ずタイムは縮むんです」と自分の可能性を信じ
て頑張っています。
　自己ベスト（��秒��/�0m平泳ぎ）更新の目標を達成し、日本選手権な
ど全国の舞台で活躍することが期待されます。

天理大学水泳部　伊谷　温子 さん

　第４回西吉野ふれあい文化祭が西吉
野コミュニティセンターを主会場とし
て３月７日、８日に開催されました。
　文化祭の季節といえば秋ですが、西
吉野地区では農繁期を避けて、例年こ
の時期に行われています。
　会場では群読やピアノ演奏などの舞
台発表や絵や書道などの作品展示が行
われた他、おでんなどの模擬店も行わ
れ、多くの皆さんが訪れました。

咲かせよう文化の花をいつまでも 西吉野ふれあい文化祭

　３月２３日に五條小学校で、この春に小学校に入学する児童の登下
校時の安全を願い、『安全３点セット』の贈呈式を行いました。
　内容は防犯ブザー、ランドセルカバー、レインコートの３点で、五
條市交通対策協議会、五條明るい町村づくり対策協議会、五條警察署、
五條市交通安全母の会など関係機関から新入学児童の安全を守るため
贈られたものです。
　谷口はるみさん（五條市交通安全母の会会長）は「子供たちの安全の
ため有効に活用してください。」と述べ、関係機関を代表して小学校に
物品を贈呈しました。

子供たちの安全を守ろう 安全３点セット贈呈式
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　定額給付金と、子育て応援特別手当の申請書を対象となる世帯へ郵送しました。
　申請書を返送しないと給付金、手当は支給できません。届いていない場合は、窓口に問い合わせてください。
　なお、申請書は次の記載方法のとおり記入し、次の２つの書類と共に返信用封筒で返送してください。

①本人確認書類（運転免許証、パスポート、健康保険被保険証、年金証書、外国人登録証明書など）のコピー
②振込口座の通帳（カナ氏名、支店名、口座番号が分かる部分（通帳を開いた最初のページ））のコピー
　※通帳のない場合など、やむを得ず振込みができない人で、窓口での現金支給を希望する場合は「現金による
支給を希望」欄と「受取希望場所」欄にチェックして返送してください。

定額給付金　申請書の書き方

返信が必要です
定額給付金、子育て応援特別手当の申請書を郵送しました

1�くらしのメモ



子育て応援特別手当　申請書の書き方

※申請書の提出は郵送が原則ですが、やむを得ず持参する場合は次の窓口にお願いします。
▽定額給付金・子育て応援特別手当対策室：市民会館２階（４月中は土日、祝日も受け付けします）
▽西吉野支所、大塔支所（４月１１日（土）、１２日（日）、１８日（土）、１９日（日）は受け付けします）

■問合先　定額給付金・子育て応援特別手当対策室（市民会館２階）
　　　　　本庁（内線３０３、３０４）

1�

本庁：五條市役所　☎22・4001、　西支：西吉野支所　☎33・0301、　大支：大塔支所　☎36・0311



1月27日～3月31日に受診した皆さんへ
妊婦一般健康診査の補助内容が変更されています
　五條市では、お母さんと赤ちゃんの健康管理のため、妊婦健康診査の受診費用の一部を補助しています。
この補助が拡大されたため、1月27日から3月31日までに妊婦健康診査を受診した皆さんにも補助が適応
されることになりました。該当者には郵送で通知していますが、転入や住所・氏名等の一部変更があった
人など、次に該当する人のうち通知が届いていない場合はカルム五條に連絡してください。
■対象者　1月27日から3月31日までに妊婦健康診査を受診した妊婦（1月27日以前に出産した場合は対
象になりません）
■手続き　該当するかどうか前もって問い合わせてください。手続きはカルム五條で行います。（代理人可）
　※必要な物　母子手帳、印鑑、振込み口座の通帳、健診の領収書（紛失した場合は結構です）、既に手渡
し済みの健診受診票（残った分）
■その他　3月に妊娠届けを提出した妊婦には4月以後の新受診券を送付していますが、転入や、住所・氏
名等の変更により届いてない場合は連絡してください。
■問合先　保健福祉センター母子保健係　本庁（内線２８９）

休日を子供とどんなふうに過ごしていますか？
パパと子のふれあい広場

『パパサロン』を開催します

特典がいっぱい
「なららちゃんカード」を
交付しています!!

　18歳未満の子どもが３人以上いる世
帯は、なららちゃんマークのあるお店
（多子世帯応援隊）で「なららちゃんカー
ド（多子世帯であることを証明するカー
ド）」を提示すると、料金割引やプレゼン
ト等の特典を受けることができます。該
当する人（奈良県在住の人）に、このカー
ドを交付します。次の窓口に申請して下
さい。
　■申請・問合先　
　　児童福祉課　本庁（内線３６６）
　　厚生課　西支（内線１８）
　　住民厚生課　大支（内線４１）

　子育て中のパパの皆さん、『何をして遊んだらいいのかわ
からない』とか、『遊びに連れて行く所がない』と困っていま
せんか？パパサロンでは自宅でもできる親子遊びや、子供
とのかかわり方のポイントを紹介します。子供と一緒に参
加して楽しみましょう。
■日時　５月17日（日）、８月30日（日）、11月22日（日）
　平成22年２月21日（日）
　午前10時～11時（都合の良い日に参加してください）
■場所　カルム五條
■対象者　生後４か月～未就学の子供と父親　　　
■テーマ　『親子で身体を使ってふれあい遊び』
■申込締切　４月30日（木）
■問合先　保健福祉センター母子保健係　
　　　　　本庁（内線２８９）
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子育てにやさしい店をPR
「なら子育て応援団」団員募集中
　店舗や企業、団体の代表者の皆さん、「なら子育て応援団」に入団しませんか！　
■団員になるメリット→なら子育て応援団ホームページ（http://www.kosodate.pref.nara.jp/）やメールマガジ
ン、マスコミや地域情報誌で「子育てにやさしい店」としてお店等を紹介します。
■５種類の応援隊があり、複数の応援隊に入団できます。独自の特典サービスを設定してください
①子育て家庭応援隊：子育て家庭に、「おむつ替えコーナーの設置」や「ミルク用のお湯の提供」、「子育て必需品の
特価販売」等のサービスを提供します。
②多子世帯応援隊：18歳未満の子どもが3人以上いる多子世帯に対し、「料金割引」や「プレゼント進呈」等のサー
ビスを提供します。
③従業員家庭応援隊：企業や事業所において、自社の子育て中の従業員に対し、「勤務時間短縮制度の充実」等の
取組を実施します。
④地域子育て応援隊：「子育て相談」や「託児支援」等地域でさまざまな子育てを応援する活動を実施します。
⑤あかちゃん応援隊：妊産婦とそのご家庭に対し、「料金割引」や「プレゼント進呈」等のサービスを提供します。	
※これらはほんの一例です。皆さんの工夫でいろいろな応援をお願いします。
■問合先　児童福祉課　本庁(内線３６６）

1�カルムのひろば



県立五條病院からのお知らせ ■問合先　五條病院中央放射線部　☎２２・１１１２

南和医療圏で唯一の放射線科専門医が常勤しています

カルム五條では、赤ちゃんから
お年寄りまですべての市民の皆さんの
健康相談を受けつけています。
お気軽にご利用ください。

カルム五條（保健福祉センタ−）
☎２２・４００１（内線２８９，２９０）

FAX２２・６５８５

　CT（コンピュータ断層撮影装置）やMRI（磁気共鳴画像診断装置）といった画像診断機器の進歩により、病気がよ
り詳しくあるいは早期に発見されるようになりました。放射線科専門医はそれらの画像診断を専門としています。
県立五條病院は南和医療圏で唯一放射線科専門医が常勤しており、質の高い医療を提供しています。またMRIは
平成２１年度中に最新機種に更新する予定です。
■脳ドック・肺がんドック・乳がん検診のご案内（募集期間などの詳細は広報五條5月号でお知らせします）

肺がんドック（高分解能ＣＴによる肺の検査）
▽検査内容　血液検査・喀痰検査・胸部ＣＴ（早期
の肺がんを発見できます）
▽対象者　五條市国民健康保険加入者（その年度の
4月１日現在で満３５歳以上の人）

脳ドック（ＭＲIによる脳実質と脳血管の検査）
▽検査内容　脳波測定・脳ＭＲＩ・脳ＭＲＡ（小さ
な脳梗塞や脳動脈瘤がわかります）
▽対象者　五條市国民健康保険加入者（その年度の
4月１日現在で満３５歳以上の人）

乳がん検診（マンモグラフィーによる乳房撮影）
▽検査内容　問診・触診(外科)・マンモグラフィー（早期の乳がんを発見できます）
▽対象者　五條市に在住する４０歳以上の女性
　　　　　５０歳未満は２方向撮影、５０歳以上は１方向撮影です（希望があれば２方向も可能）。

４月・５月　五條市休日救急診療（在宅当番医制）医師当番表

平成
21
年

4

月

５日（日） 12日（日） 19日（日） 26日（日）

五條1丁目7ｰ5
辻田クリニック
☎２５・４１４５

中之町1771ｰ33
杉﨑医院

☎２４・０００３

五條３丁目2ｰ20
中西クリニック
☎２５・２７６０

今井２丁目2ｰ12
岩井内科

☎２６・１２１２

29日（水）

中之町1617ｰ1
田畑医院

☎２５・１２１１

平成
21
年

5

月

３日（日） ４日（月） ５日（火） ６日（水）

岡口１丁目２2ｰ22
右馬医院

☎２２・２２８１

野原西２丁目1ｰ26
大川橋診療所
☎２２・２４４７

須恵2丁目1ｰ25
山田医院

☎２２・２０３９

今井２丁目212ｰ1
山本小児科

☎２５・２５５５

10日（日） 17日（日） 24日（日） 31日（日）

野原西4丁目4ｰ3
中谷内科医院
☎２２・３６８３

釜窪町126ｰ1
前防医院

☎２２・２０７２

野原西１丁目6ｰ8
鎌田医院

☎２２・３１３８

須恵２丁目6ｰ21
足立医院

☎２５・３９３９
　▽診療は、急病患者の応急処置に限ります。　
　▽午前９時から午後４時まで。▽保険証は必ず持参してください。
　▽当番医が交代することがあります。（市役所に問い合わせてください。）
■問合先　保健福祉センター（カルム五條）　☎２２・４００１（内線２８９）

★応急を要する軽易な内科と小児科の診療は、五條市応急診療所　☎２４・００９９（本町３丁目１－１３）
　▽診療日時　土・日・祝日　▽午後６時～午前０時（受付：午後11時30分まで）
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　４月の年金支給日には、平成２１年度後期高齢者医療保険料の４月仮徴収額が年金から天引き（特別徴収）され
ます。仮徴収額は本年１月に年金天引き対象者にお知らせしましたが、平成２０年４月から年金天引きにより保
険料を納付した人のうち、次のいずれかに該当する場合は年金から天引きされません。
　▽平成２０年１０月から普通徴収（納付書または口座振替）で保険料を支払った人
　▽平成２０年７月以降に後期高齢者医療に加入した人

仮徴収と本徴収とは？

　平成２１年2月に特別徴収（年金天引）された額が4月、6月、8月に仮徴収されます。
10月、12月、2月は「本徴収」として、６月に決定する保険料年額から仮徴収額を差し引いた残額を、3回に
分けて徴収されます

■問合先　保険課　後期高齢者医療係（内線３７３、３９３）

4月分は仮徴収額
後期高齢者医療保険料が年金から天引きされます

　固定資産税における宅地の評価は、旧五條市の地域は路線価方式、西吉野町、大塔町の地域は合併以前に採
用していたその他の宅地評価法で評価していました。このように2種類の評価方法を併用していましたが、平成
21年度の評価替えに合わせて路線価方式に統一します。
　路線価方式を用いることで路線価が公開され、宅地評価の透明性が向上します。この変更で、西吉野町、大塔
町の宅地は評価額が見直されますが、公平な評価のためご理解とご協力をお願いします。
■問合先　税務課固定資産税係　本庁（内線２５７、２５８）

西吉野町・大塔町
宅地の評価方法が路線価方式に統一されます

カルム五條の健康教室　『みんなで歩きませんか』『メタボリックシンドローム予防教室』

みんなで歩きませんか
　こいのぼりをみながら楽しくウォーキングし
ましょう。
■日時　５月１６日（土）
　　　　午前１０時～１１時３０分
■場所　五條中央公園（ハートピアさくら横）
　　　　雨天の場合はカルム五條で開催します
■内容　五條中央公園から吉野川河川敷を３キ
ロから４キロ歩きます
■指導者　五條市運動普及推進員
■持ち物　運動のできる服装、タオル、水分補
給のできるもの（雨天の場合上履き）
■申込締切　５月１４日（木）
■申込先
　保健福祉センター
　成人保健係
　本庁（内線２９０）

メタボリックシンドローム予防教室
　様々な生活習慣病の引き金となるメタボリックシンド
ローム。徐々に腹囲が増えてきていると感じていません
か？メタボは早めの対策が必要です。カルム五條ではメ
タボにならない体づくりのための実践教室を開催します。
２日の参加で１回の教室です。
■日時
▽１日目　５月１９日（火）午後1時30分～午後３時30分
　メタボ予防秘策！誰でも簡単にできる方法･工夫
▽２日目　５月２９日（金）午前１０時～午後２時
　調理法でこれだけ差が出る食べ方・工夫～楽しく美味
しくスマートに
■場所　カルム五條
■定員　２０人
■参加費　無料
■持ち物　両日とも筆記用具。2日目はエプロン、三角巾
（髪を覆うものであれば可）
■申込締切　５月１２日（火）
■申込・問合先
　保健福祉センター成人保健係　（内線２９０）
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　日本に住む２０歳以上６０歳未満の全ての人は、公的年金に加入しなければなりません。
　６０歳未満で厚生年金や共済組合をやめた場合は、１４日以内に住所地の市役所の窓口で国民年金に加入の手

続きをして、国民年金保険料を納めることになります。また、扶養している配偶者がいれば、国民年金の
種別変更の手続きが必要です。忘れずに加入の届け出、申請をしましょう。

■保険料の納付方法
　加入手続きの後、社会保険庁から送付される国民年金保険料納付案内書により、毎月の保険料を翌月末ま
でに全国の金融機関・郵便局の窓口、コンビニエンスストアなどで納めます。

■保険料納付が困難な場合は免除制度を利用できます。
▽保険料を納めることが経済的に困難な場合：『保険料免除制度』（※所得審査があります。）
▽退職（失業）した場合：『特例免除制度』
▽３０歳未満の場合：『若年者納付猶予制度』
詳細は市役所の年金係に相談してください。

■問合先　市民課年金係　本庁（内線３００、３７０）
　　　　　大和高田社会保険事務所　☎０７４５・２２・３５３１　
　　　　　ホームページhttp://www.sia.go.jp/

会社などを退職した皆さんへ
国民年金の加入手続きと保険料納付をお忘れなく

　五條市では、心身に障害のある人がタクシーを利用した場合に基本料金を助成する「福祉タクシー利用券」を交
付しています。（１年度につき１回。２４枚つづり）
　利用可能なタクシー会社は、五條市が契約しているタクシー会社に限ります。詳細については窓口に問い合わ
せてください。
■対象者　身体障害者手帳（１級または２級）、療育手帳（A判定）のいずれかを持っていて、在宅で生活している
人。
■手続き方法　本庁社会福祉課福祉係、西吉野支所住民厚生課、大塔支所の窓口で交付を受けてください。
■手続きに必要なもの　印鑑、身体障害者手帳または療育手帳
■問合先　社会福祉課福祉係　本庁（内線２０９、２９９）
　　　　　住民厚生課　西支
　　　　　市民生活課　大支

障害のある人に
福祉タクシー利用券を交付しています
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　児童を養育している皆さんに、次の手当が支給されます。手当ての支給には所得制限等がありますので、詳し
くは児童福祉課に問い合わせてください。

■児童手当
　０歳から１２歳到達後、最初の３月３１日まで（小学校修了前）の児童を養育している人に支給されます。

■児童扶養手当
　次の条件のいずれかにあてはまる児童（※）を監護している母または母にかわってその児童を養育している人
に支給されます。（公的年金等を受給している人は対象とならない場合があります）
※児童とは、１８歳到達後最初の３月３１日までの人のことをいいます。ただし、心身に中度または重度以上
の障害がある場合は２０歳未満となります。
　▽父母が婚姻解消（離婚等）した児童　　　▽父が死亡した児童
　▽父が一定の障害の状態にある児童　　　▽父の生死が明らかでない児童
　▽父から１年以上遺棄されている児童　　▽父が引き続き１年以上拘禁されている児童
　▽婚姻によらないで生まれた児童　　　　▽父母ともに不明である児童

■特別児童扶養手当
　２０歳未満の心身に中度または重度以上の障害を持つ児童を養育している人に支給されます。

■問合先　児童福祉課　本庁（内線３６６）

児童の養育者に各種手当が支給されます

　快適な環境づくりのため市街地の下水路泥上げを予定していますので、皆さんのご協力をお願いします。

■実施予定　５月１７日（日）　小雨決行（予備日なし）

　午前８時から配車しますが、泥等の積み込み作業は各自治会の皆さんで行ってください。なお、当日は家庭内
ゴミ等は絶対に出さないようにお願いします
■問合先　下水道課計画係　本庁（内線３３７）

５月１７日に実施します
市街地一斉泥上げのお知らせ

あなたの家にはもう付いていますか？住宅用火災警報器

　近年、就寝中の火災による死者が増加している事を受けて、住宅用火災警報器等の設置が法律などで義務付け
られました。五條市では、設置猶予期間が平成２１年５月３１日までと定められています。自宅に住宅用火災警
報器等を設置しましょう。
※住宅用火災警報器とは・・・熱や煙を感知し、火災を知らせる機器です。
■設置を義務付けられた場所は次のとおりです。（※煙式を設置してください。）
　▽１階建ての場合　寝室に設置
　▽２階建ての場合　・１階のみに寝室がある場合は、寝室に設置する。
　　　　　　　　　　・２階のみに寝室がある場合は、２階の寝室と、階段に設置する。
　　　　　　　　　　・１階、２階ともに寝室がある場合は、１階、２階の寝室と、階段に設置する。
■住宅用火災警報器を購入するときは、右のような『鑑定』マークのついているものを選びましょう。また、消防
本部では警報器の設置方法のビデオを貸し出しています。気軽に問い合わせてください。
■問合先　五條市消防本部　☎２２・３３１０
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４月 ５月
日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

１
休

２ ３ ４ １ ２

５ ６ ７ ８
休

９ １０ １１ ３ ４ ５ ６
休

７ ８ ９

１２ １３ １４ １５
休

１６ １７ １８ １０ １１
●

１２ １３
休

１４ １５ １６
●

１９ ２０ ２１ ２２
休

２３ ２４
●

２５ １７ １８ １９ ２０
休

２１ ２２
●

２３

２６ ２７ ２８ ２９
休

３０ 24
31

２５ ２６ ２７
休

２８ ２９ ３０

▽カレンダーの●印はカラオケ日で、送迎バスが運行します。乗車時間は予約状況により調整し、後日連絡し
ます。
▽送迎バスの利用は２日前（休館日の場合はその前日）までに予約が必要です。予約の際は名前、電話番号、乗
車場所（最寄りのバス停）を申し出てください。予約のない場合は、運休します。
▽利用者がいない場合は、カラオケ設備を開放しています。利用希望者は電話で状況を確認してください。（送
迎バスなし）マッサージ機等も自由に利用できます。

■開館時間　午前９時～午後５時（カラオケは午前１０時から午後３時まで）
■休館日　毎週水曜日
■対象者　60歳以上の人
■問合先　老人憩の家　☎２３・０４３１

老人憩の家
カラオケ送迎バスの運行予定

ちょっと eco 話

廃食油回収ステーションをご存知ですか？
　揚げ物を作ったあと、処分に困ってしまう食用油。１軒の家庭から捨てられる
食用油は約４リットルといわれており、五條市全体で見ると膨大な量の廃油がご
みとして捨てられています。
　しかし、今まで捨てられていたその油を処理することで、ディーゼル自動車や
農耕車を走らせることが出来る『バイオディーゼル燃料』に生まれ変わります。そ
のリサイクルのための廃食油回収ボックスがみどり園に設置されています。
　環境の保護、資源の有効利用とごみの減量のため、皆さんも活用してください。

■問合先NPO法人	奈良ネイチャーネット　☎・Fax	0744・52・3661

全国全ての事業所・企業が対象です

平成21年経済センサス－基礎調査－
にご協力をお願いします

　経済センサスは、事業所や企業の活動を
調査して経済の構造を明らかにすることを
目的として、平成21年７月１日に実施さ
れます。
　６月下旬頃から調査員が事業所を伺いま
すので、皆さんのご協力をお願いします。

■問合先
　庶務課統計係（内線２０６、２０８）
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　本市では、集中改革プランに基づき平成１９年より計画的な職員定数の削減に取り組み、早期退職勧奨の拡大
などにより「５年間で６５人を削減」するという同プランの目標を平成２０年度で達成しました。
　このため、急速な職員数の減少に合わせて、市役所の組織機構の見直しを実施しましたのでお知らせします。

機 構改革の概要
市 長 公 室
　▽監理管財課の「監理係」と「検査係」を統合し、「監理検査係」としました。
　▽庶務課が「選挙管理委員会事務局」の事務を併任します。

総 務 部
　▽企画財政課の「情報システム室」を廃止し、「情報システム係」としました。
　▽公平で公正な税制度の構築により一層努めるため、税務課の「徴収係」を廃止し、「徴収対策室」を新設、
同室内に「収納係」と「滞納整理係」を設置しました。

都市整備部
　▽「建築住宅課」を廃止し、建設課に「建築係」と「住宅係」を設置しました。
　▽都市計画課の「庶務係」を廃止しました。

生活産業部
　▽農林商工観光課が「農業委員会事務局」の事務を併任します。

健康福祉部
　▽「養護老人ホーム花咲寮」を介護福祉課に統合しました。
　▽介護福祉課の「高齢対策係」を「長寿係」に名称変更しました。

教育委員会
　▽賀名生幼稚園と白銀北幼稚園の統合により、「西吉野幼稚園給食調理場」を廃止しました。

■問合先　企画財政課行財政改革推進係　本庁（内線３０６、２１４）
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先

　

文
化
財
課

　
（
博
物
館
内
）

　

☎
２
４
・
２
０
１
１

４月から市役所の組織が変わります

�0くらしのメモ



　吉野川流域の吉野郡と五條市（古代の吉野郡と宇智郡）は、奈良盆地とは異なる環境にあり、古くから独特な文化が営まれ
ました。今回の特別展では、宮滝遺跡（吉野町）や近内古墳群（五條市）、大峯山（天川村）などの吉野・宇智の遺跡から出土し
た考古資料を一堂に並べ、この地域の交流と信仰の姿を紹介します。
■会期　４月18日(土) ～６月14日(日)※月曜日、５月７日(木)は休館
■会場　奈良県立橿原考古学研究所附属博物館（橿原市畝傍町50-2）
■開館時間　午前９時～午後５時(入館は午後４時30分まで)
■観覧料　大人800円(500円)、高校・大学生450円(350円)、
　　　　　小・中学生300円(250円)　※（　　）は20名以上の団体料金
▽研究講座（無料）４月26日(日)、５月17日(日)、６月７日(日)　午後１時～
▽展示解説　研究講座の日の午前10時30分から
▽ミニシンポジウムと宮滝遺跡散策　５月30日(土)　午前10時～午後３時30分
　宮滝遺跡と吉野歴史資料館の見学(バス料金と入館料、事前申し込みが必要)、
　講演会とミニシンポジウム(吉野町中央公民館、聴講無料)
▽遺跡見学会　５月10日(日)　午前10時～午後４時30分
　岡峯古墳(下市町)、南阿田大塚山古墳・原遺跡(五條市)などの吉野川流域の遺跡を、徒歩で見学します。参加無料、行程
約12km。
■問合先　奈良県立橿原考古学研究所附属博物館☎0744・24・1185、文化財課　☎24・2011

奈良県立橿原考古学研究所附属博物館・五條市・五條市教育委員会・吉野町・吉野町教育委員会共催
奈良県立橿原考古学研究所附属博物館
平成21年度春季特別展「吉野川紀行―吉野・宇智をめぐる交流と信仰―」

　「藤岡家住宅」は金剛山麓にありますが、邸宅の内庭のあちこちには子持ち
石と呼ばれる石が置かれています。これは、一個の石の中に別の小さい石が
たくさん固まった石で、金剛山中腹で採れたものです。
　金剛山は花コウ岩質の岩石で成る標高１１２５メートルの山です。花コウ
岩はマグマが変成して出来たと考えられており、太古の昔に金剛山は火山だっ
たと考えられます。複数の石が固まってできた子持ち石の産出も、それを裏
付ける貴重な資料です。
　藤岡家の面している金剛山道は、江戸時代、金剛山参りや、金剛山を越え
て往来する人々で賑わっていました。
　金剛山の山頂には文政３（１８２０）年、江戸時代に藤岡長兵衛が寄進し
た「法華経一字一石塔」があります。また藤岡家米蔵の角の道標は、文化３
（１８０６）年に藤岡長兵衛によって建てられたもので、南面には、「かんがう
山」、西面には「右　五条　かうや」の文字が刻まれています。
　登山道に面した邸内の井戸の上には、今も天保１３（１８４２）年の金剛山
長床坊のお札や、弘化３（１８４６）年、嘉永５（１８５２）年、安政３（１８５６）
年、安政５（１８５８）年の金剛山実相院のお札が掲げられるなど、藤岡家は
金剛山を厚く崇拝する庄屋屋敷だったようです。

（学芸員　川村優理）

見取り図案内之五

「内庭の子持ち石」

家守倶楽部（やもりクラブ）会員募集中です
　登録有形文化財「藤岡家住宅」ではサポーター会員「家守倶楽部」を募集しています。ミュージアム・ガイドや、草
取り、そうじなど、都合のよい日にお手伝いください。
■内容　館内の案内および保全。資料の整理。（月一回程度でも可）　■定員　１００名
※会員には「うちのの館通信」を送付するなどイベントなどを案内し、会員の親睦会等も開催します。昼食は用意します。

小
学
生
２
０
０
人
を

抽
選
で
ご
招
待

人
形
劇
団
ク
ラ
ル
テ
公
演

「
サ
ー
カ
ス
の
ラ
イ
オ
ン
」

　

登
録
有
形
文
化
財「
藤
岡

家
住
宅
」開
館
記
念
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
う
ち
の
の
館（
や
か

た
）の
文
化
教
育
推
進
事
業

と
し
て
、
劇
団
ク
ラ
ル
テ
に

よ
る
演
劇「
サ
ー
カ
ス
の
ラ

イ
オ
ン
」公
演
を
開
催
し
ま

す
。

■ 

日
時　

５
月
９
日（
土
）

　

午
後
１
時
�0
分

　
　
　
　
　

〜
２
時
�0
分

■ 

場
所　

北
宇
智
体
育
館

■ 

定
員

　

小
学
生
の
み
２
０
０
人

　
（
定
員
以
上
に
な
れ
ば
抽

選
）

■ 
参
加
費　

　

無
料（
観
劇
入
場
整
理
券

が
必
要
で
す
）

■
申
し
込
み
方
法

　

往
復
は
が
き
で
、

①
住
所　

②
小
学
生
の
氏
名

（
同
一
家
族
で
あ
れ
ば
複
数

可
）　

③
小
学
校
名　

④
学

年　

⑤
保
護
者
の
氏
名　

⑥

電
話
番
号
を
書
い
て
応
募
し

て
く
だ
さ
い
。
返
信
は
が
き

で
整
理
券
を
発
行
し
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
先

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
う
ち
の
の
館

　

☎
２
２
・
４
０
１
３

　

〒
６
３
７ｰ

０
０
１
６　

　

五
條
市
近
内
町
五
二
六　

■問合先　藤岡家住宅　五條市近内町５２６　☎２２・４０１３
　　　　　開館時間　午前９時～午後4時　毎週月曜日休館（月曜が祝日のときは翌日休館）
※ゴールデンウィークは、５月４日（月）は開館、５月１２日（火）は休館します。

�1

本庁：五條市役所　☎22・4001、　西支：西吉野支所　☎33・0301、　大支：大塔支所　☎36・0311



し尿くみ取りのお知らせ
〈大塔地区〉

　5月のくみ取りについては、次の日程で
実施します。希望する場合は業者へ直接依
頼してください。

5月１2日（火）・26日（火）
※当日の受付はできません。
■申込・問合先　ダイワクリーンサービス
　　　　　　　　☎０７４５・５２・３３７２

自由市場
かげろう座2009
　江戸時代から残る新町通りの活性
化とその街なみを多くの皆さんに
知ってもらうため、自由市場「かげ
ろう座２００９」を開催します。

出演者・出展者・スタッフ募集中！

（飲食ブースは除きます）
大イベントを繰り広げる街なみ
で、あなたも自慢のパフォーマン
スを披露してみませんか？

日時　５月２４日（日）
　　　午前１０時～午後４時
　　　（雨天決行）
場所　新町通り・えびす通り・商励
会通りの町屋の軒先や空き家を予定
内容　手作りの産品の展示・販売
申込・問合先　かげろう座２００９
事務局　☎２２・２７２０

5/24

　

午
後
１
時
～
３
時

▽
費
用　

１
回　

１
，
０
０
０
円（
会

費
・
水
屋
料
）

■
生
花
教
室

▽
日
時

　

第
１
水
曜
日（
銀
閣
寺
無
双
真
古
流
）、

第
２
水
曜
日（
未
生
流
大
阪
）、
第
３

水
曜
日（
嵯
峨
御
流
）、
第
４
水
曜
日

（
池
坊
）

▽
時
間　

午
前
10
時
～
正
午

▽
費
用　

花
代（
初
回
は
利
用
団
体
連

絡
協
議
会
費
３
０
０
円
が
別
途
必

要
）

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
申
込
・
問
合
先　
　

　

中
央
公
民
館

　

☎
２
４
・
２
０
０
１

　

芳
田
峯
子（
五
條
市
茶
華
道
協
会
）

　

☎
２
２
・
５
７
１
５

五
條
市
生
活
学
校
生
募
集

自
然
に
や
さ
し
い
暮
ら
し
方

を
学
び
ま
せ
ん
か

　

五
條
市
生
活
学
校
で
は
、
平
成
二
十

一
年
度
の
生
活
学
校
生
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
生
活
学
校
で
は「
自
然
に
や
さ

し
い
暮
ら
し
方
」を
テ
ー
マ
に
し
て
学

第
27
回
五
條
市
民
球
技
大
会
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

■
開
催
日　

５
月
10
日（
日
）

　
（
午
前
８
時
30
分
に
上
野
公
園
多
目

的
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
会
式
を
行
い
ま

す
。）

■
実
施
種
目
・
参
加
資
格

▽
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

①
ジ
ュ
ニ
ア
の
部（
市
内
小
学
校
に
在

籍
す
る
人
）

②
中
学
生
の
部（
市
内
中
学
校
に
在
籍

す
る
人
）

③
一
般
の
部（
市
内
在
住
か
市
内
事
業

所
に
勤
務
す
る
人
）

▽
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

①
一
般
の
部　

②
中
学
生
の
部

③
Ｏ
Ｇ
の
部

④
Ｂ
級
の
部

　
（
市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
す
る
人
。

学
生
は
11
歳
以
上
、
Ｏ
Ｇ
・
Ｂ
の
部

は
初
心
者
に
限
る
・
選
手
の
２
種
目

出
場
は
不
可
）

▽
卓
球

①
シ
ン
グ
ル
ス
の
部

②
ダ
ブ
ル
ス
の
部

　
（
中
学
生
以
上
で
市
内
に
在
住
ま
た

は
勤
務
す
る
人
）

▽
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル　

①
ジ
ョ
イ
フ
ル
ス
ロ
ー
ピ
ッ
チ
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
の
部

	

（
市
内
に
在
住
す
る
人
・
地
区
体
育

協
会
編
成
の
チ
ー
ム
）

▽
サ
ッ
カ
ー

　
（
市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
す
る
人

お
よ
び
、
市
内
の
学
校
に
在
籍
す
る

人
で
編
成
さ
れ
た
チ
ー
ム
）

▽
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

①
小
学
校
の
部	　

②
中
学
校
の
部　

③
高
校
の
部　

	

④
一
般
の
部	　
　

　
（
エ
ン
ト
リ
ー
メ
ン
バ
ー
は
15
人
以

内
、
監
督
１
人
、
コ
ー
チ
１
人
、
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
１
人
、
計
18
人
以
下
）

　
（
市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
す
る
人

ま
た
は
市
内
の
学
校
に
在
籍
す
る

人
）

▽
テ
ニ
ス

①
男
子
ダ
ブ
ル
ス　

②
女
子
ダ
ブ
ル
ス　

③
混
合
ダ
ブ
ル
ス

　
（
市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
す
る
人

ま
た
は
市
内
の
学
校
に
在
籍
す
る

人
）

▽
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

　
（
市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
す
る
人
）

▽
ペ
タ
ン
ク

　

５
月
26
日（
火
）に
実
施
予
定

　
（
市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
す
る
人
）

▽
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

　

６
月
14
日（
日
）に
実
施
予
定

　
（
市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
す
る
人
）

▽
軟
式
野
球

　

８
月
30
日（
日
）か
ら
実
施
予
定

　
（
市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
す
る
人
）

■
申
込
方
法

　

４
月
21
日（
火
）ま
で
に
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先	

　

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
室	

　

本
庁（
内
線
８
１
２
、８
２
２
）

体
力
づ
く
り
サ
イ
ク
リ
ン
グ

参
加
者
募
集

　

五
條
市
自
転
車
安
全
協
会
が
主
催
す

る
平
成
21
年
度
体
力
づ
く
り
サ
イ
ク
リ

ン
グ
を
実
施
し
ま
す
。
春
風
の
中
、
関

西
サ
イ
ク
ル
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
サ

イ
ク
リ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

４
月
29
日（
水
・
祝
）

※
午
前
９
時
に
バ
ス
が
出
発
し
ま
す

（
中
央
公
民
館
前
集
合
）

※
小
雨
決
行
。
荒
天
の
場
合
は
中
止
し

ま
す
。

■
場
所　

　

関
西
サ
イ
ク
ル
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

（
大
阪
府
河
内
長
野
市
）

■
対
象
者　

　

市
内
に
在
住
す
る
小
学
生
以
上
の
人

（
４
年
生
以
下
は
保
護
者
が
同
伴
し

て
く
だ
さ
い
）

■
定
員　

20
人（
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り
ま
す
）

■
参
加
費　

小
・
中
学
生　

無
料

　

大
人　

１
，
０
０
０
円（
１
日
保
険

料
込
み
）

※
乗
り
物
券
を
購
入
す
る
場
合
は
、
別

途
１
，
８
０
０
円
が
必
要
で
す
。

■
持
ち
物　

弁
当
・
水
筒
・
タ
オ
ル
な

ど
（
園
内
に
は
レ
ス
ト
ラ
ン
等
も
あ

り
ま
す
。）

■
申
込
方
法　

４
月
24
日（
金
）ま
で
に

参
加
費
を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先

　

中
央
公
民
館

　

☎
２
４
・
２
０
０
１

ハ
ッ
ピ
ー
ウ
ォ
ー
ク
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
と
１
Ｄ
Ａ
Ｙ
レ
ッ
ス
ン

参
加
者
募
集

　

楽
し
い
散
歩
の
コ
ツ
や
、
マ
ナ
ー
を

学
び
、
地
域
の
手
本
と
し
て
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
で
一
緒
に
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

参
加
は
無
料
で
す
。

■
日
時
・
場
所

▽
事
前
講
習　

内
吉
野
保
健
所

　

４
月
18
日（
土
）	　

▽
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン　

五
万
人
の
森

　

４
月
29
日（
水
・
祝
）

　

午
前
10
時
～
正
午

■
対
象
者　

市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務

す
る
人（
家
族
で
の
参
加
可
）と
犬
。

（
犬
の
登
録
・
狂
犬
病
予
防
注
射
済

み
で
、
他
の
犬
と
ト
ラ
ブ
ル
な
く
歩

け
る
こ
と
）

■
内
容　
「
１
Ｄ
Ａ
Ｙ
し
つ
け
教
室
」、

「
わ
ん
ち
ゃ
ん
と
楽
し
む
ゲ
ー
ム
」な

ど
■
定
員　

10
組
程
度

■
申
込
締
切　

４
月
15
日（
水
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す

■
申
込
・
問
合
先

　

奈
良
県
内
吉
野
保
健
所

　

☎
２
２
・
３
０
５
１

茶
華
道
教
室
で
お
茶
と
お
花
を

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か

　

五
條
市
茶
華
道
協
会
の
先
生
が
初
歩

か
ら
て
い
ね
い
に
指
導
し
ま
す
の
で
、

気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■
茶
道
教
室（
表
千
家
・
裏
千
家
）

▽
日
時　

　

毎
月
１
回（
月
曜
日
、
不
定
期
）

��おしらせ



　「広報五條」は原則新聞折り
込み（ただし全国紙等）で配布
します。また、インターネット
の五條市ホームページ（http://
www.city.gojo.lg.jp/）にも「広
報五條」を掲載しています。
（個別発送も行っています。）

庶務課広報係　本（内線２０８）

「広報五條」の
配布方法について

川開きフェスタ２００９を開催します

　吉野川河原で雄大に泳ぐ鯉のぼりを見ながら休日を過ごしませんか。
■日時４月１２日（日）１０時～　（雨天の場合は中止します。）
■内容　ミニ水族館、ミニ動物園、吉野川暴れ太鼓、バルーンアートショー、模擬店
など（都合により内容が変更する場合があります。）
■主催　吉野川鯉のぼり保存会、吉野川活性化プロジェクト
■問合先　吉野川活性化プロジェクト事務局（農林商工観光課内）
　　　　　本庁（内線２１０）

不要になった鯉のぼりがあれば『吉野川鯉のぼり保存会 ☎２２・２９５４（森月堂）』
または、『吉野川活性化プロジェクト事務局』にご連絡ください。

■この記事に関する問合先
　人権施策課 （内線285・286）

▽本庁　五條市役所（本庁）
　☎２２・４００１（代）

▽大・支　大塔支所
　☎３６・０３１１（代）

▽西・支　西吉野支所
　☎３３・０３０１（代）

習
し
、
食
生
活
・
ゴ
ミ
問
題
・
水
問
題

な
ど
、
生
活
課
題
の
解
決
を
通
し
て
住

み
よ
い
社
会
作
り
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

平
成
20
年
度
は
、
水
と
食
生
活
に
つ
い

て
学
習
し
ま
し
た
。

■
対
象
者　

　

市
内
に
在
住
す
る
女
性
で
、
環
境
問

題
に
関
心
の
あ
る
人

■
費
用　

　

年
会
費　

１
，
０
０
０
円

■
募
集
期
間　

４
月
13
日（
月
）～
４
月

24
日（
金
）

■
申
込
・
問
合
先

　

生
涯
学
習
課

　

本
庁（
内
線
８
２
０
）

催し

舟
の
川
渓
流
釣
り
の
宝
庫

第
８
回「
あ
ま
ご
釣
り
大
会
」

を
開
催
し
ま
す

■
日
時　

４
月
26
日(

日)

　
　
　
　

午
前
８
時
～
12
時

■
場
所　

五
條
市
大
塔
町
、
舟
の
川
の

指
定
区
域（
夢
の
湯
下
）

■
参
加
者
・
参
加
費

▽
一
般
の
部（
３
，
０
０
０
円
）

▽
女
性
お
よ
び
小
学
生
以
下
の
部

　
（
１
，
０
０
０
円
）※
女
性
・
小
学
生

以
下
の
専
用
の
釣
り
場
を
設
置
し
ま

す
■
大
会
の
内
容

▽
あ
ま
ご
放
流

▽
受
付
及
び
清
掃

▽
大
会
説
明

▽
釣
大
会

▽
結
果
測
定
お
よ
び
表
彰

※
制
限
時
間
内
に
釣
り
上
げ
た「
あ
ま

ご
」の
大
き
さ（
長
寸
）を
競
い
ま
す
。

■
参
加
賞（
参
加
者
全
員
）　

大
塔
町

「
夢
の
湯
・
星
の
湯
」無
料
入
浴
券
、	

豚
汁
、
特
製
名
入
り
タ
オ
ル
他

■
そ
の
他　

釣
道
具
は
各
自
で
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

■
賞
品　

優
勝
ト
ロ
フ
ィ
ー（
1
位
～

３
位
）、
漁
業
組
合
長
賞
、
飛
び
賞

他　

多
数

※
雨
天
の
場
合
で
も
開
催
し
ま
す
が
、

大
雨
に
よ
る
濁
水
時
は
中
止
し
ま
す
。	

■
問
合
先

　

五
條
市
漁
業
協
同
組
合

　

☎
２
５
・
３
０
７
７

４月１８日、１９日　第３２回公民館祭
　中央公民館や市内の公民館で学ぶ皆さんが一年間の学習成果を発表します。色々な
舞台発表や展示、模擬店などが行われますので、ご来場ください。
プログラム
■オープニングショー
　▽４月１８日（土）　午前１０時～１０時２０分（市民会館）
　　児童合唱団の歌（中央公民館）
■公民館の集い
　▽４月１８日（土）　午前１０時３０分～１０時５０分（市民会館）
■発表部門
　▽４月１８日（土）　午前１１時～午後３時２０分（市民会館）
　　第一部（子供朗読・新舞踊・尺八、筝・児童合唱）
　　第二部（大正琴・日本舞踊・新舞踊・詩吟・朗読・クラシック音楽協会）
　▽４月１９日（日）　午前１０時～午後３時（市民会館）
　　第一部（大正琴・銭太鼓・西吉野郷土保存会・女声合唱・混声合唱）
　　第二部（新舞踊・日本舞踊・民踊・着付・吹奏楽）
■展示部門
　▽４月１８日（土）・１９日（日）　午前９時～午後４時　
　（中央公民館、市民会館、中央公民館、地区公民館）
　	４６クラブ・サークルの作品が展示されます。
■企画部門
　▽４月１８日（土）・１９日（日）　午前９時～午後４時（中央公民館、市民会館）
　　盆栽即売、中華料理、お茶席、サンドイッチ、コーヒー、たこ焼き、手作り雑貨
　　非常食、一品持ち寄りバザー即売（都合により１日のみ）
■問合先　中央公民館　☎２４・２００１

��



今
井
１
号
墳
で
出
土
し
た
銅
鏡（
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所 

許
可
済
）

　銅鏡は、古墳の代表的な副葬品の一つで
す。当時の鏡には少し反りがあり、表の凸
面を磨き上げて、姿を映したり光を反射さ
せたりしました。裏の凹面には、紐

ひも

を通す
ための半球形の鈕

ちゅう

と、神像、動植物、幾
き

何
か

学
がく

文様、文字などを鋳
い

出
だ

します。博物館な
どの展示でよく見るのは、実は裏面です。
　今井１号墳（全長��ｍの前方後円墳）の竪

たて

穴
あな

式
しき

石室には、直径��.1cm、重さ1,��1ｇの
細
さい

線
せん

式
しき

獣
じゅう

帯
たい

鏡
きょう

が副葬されていました。中央
の鈕の周りに、「銅梁作竟四夷服」で始まる��
文字の吉祥句を配し、その外周に７匹の疾
駆する獣を線で描いています。古代人にとっ
て、鏡は神秘的な道具であり、またそれを
持つ人の政治的・社会的な地位を象徴する
威
い

儀
ぎ

具
ぐ

でもありました。
　今井１号墳では、装身具の勾

まが

玉
たま

・管
くだ

玉
たま

・
小玉や鉄製の甲

かっ

冑
ちゅう

・刀・鏃
やじり

なども出土しま
した。鑵

かん

子
す

塚
づか

古墳、猫塚古墳などの近
ちか

内
うち

古
墳群を築いた勢力とは別の集団の有力者が

葬られたようです。
　鏡を含む今井１号墳の出土品は、４月1�
日から奈良県立橿原考古学研究所附属博物
館で開催される春季特別展「吉野川紀行」で
展示されます。

銅　

鏡
第11回

４月１１日（土）
 人権を確かめあう日

５月　７日（木）
 各種年金相談
	 場所◎商工会館
	 時間◎９時30分～１６時

毎週金曜日
 消費生活・多重債務相談
	 場所◎市役所別館相談室
	 時間◎10時～15時

4月号

市の動き（２月28日現在） 　（　　）内の数字は先月比

人口36,656人
（＋ 2）

男17,506人
（＋11）

女19,150人
（− 9）

世帯数13,835世帯
（＋29）

平成21年4月発行　第723号  ●発行　五條市  ●編集　市長公室庶務課　
 〒637-8501五條市本町１丁目１番１号　☎22-4001

Q1 五條で最も大きな古墳は？

①近内鑵子塚古墳　　②五條猫塚古墳　　③南阿田大塚山古墳

Q2 飛鳥時代に、川原寺で使った瓦を生産していた窯は？

①居伝瓜山窯跡　　②荒坂瓦窯群　　③牧代瓦窯群

Q3 天誅組が攻めた五條代官所は、今のどこに置かれていた？

①櫻井寺　　②五條市役所　　③奈良地方裁判所五條支部

A ３月号の答えは　Ｑ１	③藤原氏　Ｑ２	①古道具屋　Ｑ３	③高取城　でした。

五條の歴史にチャレンジ
解答は翌月号の広報に掲載します。


